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【代表取締役】 後藤 宗久
【本社所在地】 兵庫県高砂市今市2-13-15
【業種(産業分類)】 一般機械器具製造業(冷凍機関連)
【業績】 売上671百万円(Ｈ27/7～Ｈ28/6)

【沿革】・S63年10月 設立(法人登記)
・Ｈ24年9月 開発部をｸﾘｴｲｼｮﾝ･ｺｱ東大阪に設立
・Ｈ30年3月 神戸ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ新工場完成⇒⇒⇒

【連携会社】
・(株)フロント研究所・・・当社のグループ会社で、

接着の難しい材料向け接着剤の研究開発を担当
・千代田ｲﾝﾃｸﾞﾚ(株)・・・プレス、ラミネート、印刷等の加工委託先
・伊藤忠商事(株) ・・・炭素繊維リサイクル品等の材料調達先

【新規事業】
・医療機器用接着事業

医療規格に通り、カテーテル、注射器､バタフライ､バルーンで2019年度に量産化の予定
・炭素繊維リサイクル事業

新幹線ワイパー交換用作業台の天板を試作済み、2019年度に量産化の予定
鉄道規格に通り、車両補強、軽量化用途で試作し、2020年度に量産化の予定

有限会社 脇田の会社概要



簡単接着製法とは
一般的なCFRP製法 (有)脇田の簡単接着製法

種類 プリプレグUDシート
(含侵樹脂が未硬化)

オフプリプレグUDシート
(含侵樹脂が硬化)

温度 冷凍保管(-18℃以下) 室温保管

期限 6か月以内 期限なし

接着 種類 熱硬化性樹脂の硬化 熱可塑性接着剤の硬化

金型 必要 不要(形状)

温度 130℃以上 60～80℃

加圧 必要 殆ど不要

時間 4時間以上(昇降温含む) 10分以内

コスト × ◎
強度 ◎ ○～◎
軽量化 ○～◎ ○～◎
耐熱性 ○(130℃) △～○(100℃)

リサイクル性 ×(700℃熱分解) ◎(150℃で分離)

CF
材料

成型

項目
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板材料のCFシート補強例



パイプ材料のCFシート補強例



CFRP製品のリサイクル

マテリアルリサイクル:熱分解(700～800℃)
↓
樹脂と共に、炭素繊維表面の接着成分も分解してしまう
↓
再利用時に炭素繊維と樹脂の密着性が低下
↓
炭素繊維による補強効果が出ない現状
↓
↓
簡単接着製法を利用した強度アップ



CFRP製品を
リサイクルした
炭素繊維不織布の
積層成形

簡単接着製法のメリット
・強度の向上
・作業時間の短縮
・昇温と昇圧に掛かる
エネルギーの節約

・設備投資の節約



事業化について
化学工業日報の
2017年12月28日の記事

・「炭素繊維(CF)シート
の生産に乗り出す」

・「グループ会社の脇田と
共同で試作品工場の建
設に着手」

・「シート原料となる炭素
繊維には工場で発生す
る廃材を使用」

・「伊藤忠商事グループと
連携して輸入原料も視野
に入れている。」

ご清聴、
ありがとうございました。


